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小宮三千夫 

 

相田みつをの、笑えない人生 

 

◼ 本名：相田 光男、雅号：貪不安（ドンフアン） 

◼ 挫折を乗り越えてつくりあげられた作品には自らの実生活が重ね合わされているのが特徴である。 

◼ 書の詩人、いのちの詩人とも称される。 

◼ 文学や書の分野で相田の作品が評論されることはあまりなく、 

✓ 詩人の高橋順子は、「相田作品は処世訓のようなもの」 

✓ 思潮社代表取締役であり詩人でもある小田久郎は、「今は分かりやすいものが受ける時代。

詩は難解であっていい」 

✓ 現代詩作家の荒川洋治は「実用的で即効性のあるものが求められているのを感じる。でも、

自分がどう生きるのか、長い時間をかけて考えさせてくれるのは文学しかない」と、おおむね否定

的である。 

✓ 奥本大三郎は、「素直に言ってこの相田みつをと言う人の、わざと下手に書いて人に阿（おも

ね）るような字も、それを紙に書きつけた、人の心の底の劣等感をごまかすような文句も私は

嫌いである。上手に書ける字をわざと下手に書く人には何か魂胆がある、と警戒したくなる」 

などと厳しい。 

◼ 2004 年、木梨憲武主演で相田の生涯が『にんげんだもの -相田みつを物語-』としてドラマ化され

た。 

◼ インターネット上を中心に相田の詩を真似たパロディ作品も多数登場している。 

◼ 50 冊近い「相田本」はロングセラーを続け、累計 1,000 万部に迫るとされる 。 単著 『にんげんだ

もの』 文化出版局、1984 年。 『おかげさん』 ダイヤモンド社、1987 年。 『おかげさん 心の歳時

記』 ダイヤモンド社、1988 年。『一生感動一生青春』 文化出版局、1990 年。 

◼ 2011 年 8 月、野田佳彦による民主党代表選での演説で、「どじょう」（第 2 詩集「おかげさん」収

録）が引用されると、美術館の来場者急増や詩集の注文殺到による増刷など脚光を浴びた。 

◼ 1991 年、道でころんで足を骨折し、足利市内の整形外科に入院したが、脳内出血と診断され、

それが原因となり急逝。 

  



 

著名人の座右の銘 

 

⚫ 「そんかとくか 人間のものさし うそかまことか 佛さまのものさし」・・・ 南部靖

之（パソナ代表取締役グループ代表） 

⚫ 「そのとき どう動く」 ・・・菅原澄（画商・タマ美術代表取締役） 

⚫ 「たまには涙をみせたっていいがな」・・・ 藤波辰爾（新日本プロレス社長） 

⚫ 「一生燃焼、一生感動、一生不悟」 ・・・常盤百樹（ときわももき、四国電力社長） 

⚫ 「出会いが人を変え、感動が人を動かす」・・・NAOTO （EXILEのパフォーマー） 

⚫ 「どじょうがさ 金魚のまねすることねんだよなあ」 ・・・野田佳彦（元内閣総理大

臣・立憲民主党最高顧問） 

 

 

ネット上のパロディ 

  

 たくさん涙が出る人は 心が枯れない・・・バカリズム 

 

つまずいて当たり前 人生はでこぼこ だもの・・・バカリズム 

 

年の瀬だもの・・・匿名 


